














諸俳人に影響を及ぼし俳聖として大切に崇められてきた。直弟子たちのうちのある者は在り 日の芭蕉の教えを俳書とし 記し、ある者は師に倣い各地を行脚し蕉風 諧を伝播した。そして、芭蕉敬慕の俳人ネットワークは、全国に広がった。当然のことながら 近世に於いて遠隔地から義仲寺の芭蕉の墓所を参拝することは容易なことではなく、芭蕉を慕う者たちは各地 芭蕉の句を刻んだ石を置き、芭蕉塚とし大切な拠り所とした。　
この近世に建立された芭蕉塚は現在九州地方にも多く見受けられ




















立される貞門・談林の俳諧がどのよ に日本全国に勢力を伸ば ていったかということを整理しな ら、なぜ蕉門が九州 伝播し定着するのに他の地域と時差があった かという疑問に対して、有 俳人の行脚 有無にあるのではないかという仮説を立て、先に挙げ他流の伝播定着の様子と比較検討していく。　
また、九州には支考の流れをくむ俳人とともに野坡の流れをくむ
俳人も多く存在した。したがって、本稿ではこ 二人 直弟子 照準をあてながら芭蕉の没後に九州地方へそ 俳風が伝播していく様子を整理し考察していきたい一、蕉風以前の近世九州俳壇　
九州に本格的に蕉風俳諧が伝播されるのは芭蕉の死後のことであ
る。それまでの九州俳壇は去来の出身地であっ 長崎に田上尼・暮年・卯七などといった芭蕉と風交を持つ者が た。したがって、ごく少数の蕉門俳人は たものの大多数は古風俳諧の俳人であっ 。


































に宗因の新しい俳風が受 入れられ新派の指導者として担ぎ上げられる。また、同時期『宗因千句』 （寛文十三年刊）や西鶴編『歌仙大坂俳諧師』 （寛文十三年刊）が刊行され、その後の延宝年間を経て宗因の談林俳諧は全国に普及していく。寛文期の宗因 九州行脚の折に接点を持った九州俳人たちにとってこの談林の流行は驚きだったであろう。同時に、この時期貞門から談林 鞍替えした九州俳人も談林系の俳書に散見される。　
いうまでもなく俳諧という文芸は、日本古来の和歌伝統の流れの






拡大させていく。それは、 『おくのほそ道』の旅に代表されるように蕉門の中心たる芭蕉自身が旅に生き、各地に直弟子・信奉者を獲得していったことに起因する。しかし、芭蕉未踏の地であったためか九州への 伝播は遅い。芭蕉が杖 曳いた土地には芭蕉の俳諧が根付き、蕉門の俳壇での存在はゆ ぎないものになっ 。ところ 、同時期の九州 は貞門・談林の古風俳諧が依然勢力として強く根付いていた。　
このことから俳諧に関して、ある流派の伝播・普及とその流派の





















支考が九州行脚を行ったときにはまだ伊勢派だの美濃派だのといった田舎蕉門と言われる派閥は出来ていなかった したがって、九州行脚中の には自身の 閥を形成し こうという思考はなかった。　
つぎに、元禄十一年（一六九八）の支考の九州行脚についてど

















































行脚の定石をなぞるものであ ことがわかる 彼の行脚の目的地は現代の大分、福岡、長崎の各県である。したがって、 程にある熊本の各地というのはあくまで通過地点に過ぎない。要は 佐敷から海路で長崎に向か までの道のりに熊本が った。こ ように書くと熊本が必要ないかのように聞こえるかもしれないがそうではない。　
熊本（八代や芦北、阿蘇方面を含む）はその地理的な位置から太
宰府や宇佐神宮のような名所名刹がなくとも有力俳人が停泊し、中央からの知識を落としていってくれる位置にある。また、熊本に限らず地方には中央に勝るとも劣らない文化的需要がある。別の言い方をすれば、中央から来た高度な文化を受け取り伝えていくだけ器があるということである。この器と地理要因がうまくかみ合う土地が熊本なのである。したがって、支考行脚の際には地元俳人理曲が一座し歌仙を巻いているが、支考の評判は地元俳人 伝わっており熊本の正教寺の僧であった乙明は元禄十四年（一七〇一）に上洛の折に柳後園で支考と師弟の関係を結んだ。乙明に 支考の教えが身体に合ったのであろう。そ とに出る支考編『三日歌仙』 （宝永三年刊）には乙明とともに肥後の俳人が使帆・百我・軽芦 計四名入集している。　
支考が行脚したことによって蕉門と九州俳壇との接点はできた。





野坡『袖日記』 （元禄十五年）には次のようにある。元禄戊寅、咲初る菊の花に門出し侍りしより、鞍つぼ 腰をかゞめ、鬢髪は汐風に吹きちゞめられ、長崎の巷 わらぢをぬぎし比は、雲さだまらぬ空と成、雨 往来もいそがしく、野山みな つろい侍る。
　
元禄戊寅は元禄十一年である。したがって、野坡は元禄十一年の
秋ごろに長崎に向かったということになる。このときの旅は俳諧を目的としたものではなく、三井越後屋の商用での旅であった。 のとき越後屋の手代を務めていた野坡は、 後元禄十四年まで長崎に滞在する。こ 頃の長崎 鎖国政策中、唯一海外との接点を持つことができた場所であることは言うまでもない。当時、外国との取引の際に使用する銀が不足していた。したがって この銀不足対策のために江戸から長崎に派遣されたものと推測され る。しかし、問題解決のキーパーソンであった長崎奉行諏訪頼隆 野坡の長崎到
着の前後で奉行職を代わってしまった。つまり、野坡としては当てが外れていたずらに日々を過ごしていた。　
このような日々を送っていた野坡を誘って地元俳人と引き合わせ
たのが去来である。野坡の長崎来訪の前に帰郷していた彼は地元俳人の陀方・宇鹿・曽米といった地元俳人に自分と同じ芭蕉の門人である野坡であると紹介し双方の交流を促したようである。確かに、去来はその著書『旅寝論』 序文 「軽き事野坡 及ばず」と記しているほど野坡のことを評価し る。そして、元禄十二年九月に去来が同地を去ってからは野坡が長崎俳壇の中心となった。その証左として以下に元禄十二年冬から同十三年春ま 野坡の俳諧に関する軌跡を見たい。ただし、これ 大内初夫氏が行 調査結果を参看したものである。　
元禄十二年冬「商人の」歌仙（ 『道の草』所収） ・ 「笹のはの」歌





いっそう盛況に導いた。そしてその評判は九州のほかの土地の俳人の耳にも入り、野坡との俳交を求めてきた。それに対して野坡が誠実に対応したというのが見て取ることがで る こ は、この長崎滞在が長期にわ ったこと 良かったのだろう。また、ここでの経験はこの後の野坡の九州行脚 下地にな 人脈を形成し、 の九州という土地に自身が入り込み開拓の余 があること 確信させたに違いな 。　
元禄十四年秋江戸に帰着後すぐに三井越後屋の職を辞し、翌年再
















































































句である。これに対して野坡は自身が後見人となった晩柳編『放鳥集』のなかで「此句は豊後の 紅子が妻の吟なるよし。秀逸まゝきこえ侍る中にもたゞあとなくいひながし、見るにまバゆく、おもふにふかし。その工ミなるあとを覚えず。 」と激賞して る　
このりん女の句が野坡と野紅・りん女夫妻とをつないだといって
も過言ではないだろう。先の長崎滞在中に両者の間には面識はなくとも繋がりはできていた。翌年 この行脚の際に 意図的にか佐越に勧められてかは分からないが、自身が激賞 た句 作者 訪ねたのである。さらに、 の亭主である野紅は代々里村 庄屋をつ
とめた家の当主であり、生活に余裕もあったからか野坡以外にも、路通・惟然・支考・舎羅・怒風などといった多くの俳人を行脚の際に厚遇した。野坡もこの旅の折には霜月の二十七日から翌年二月上旬まで長く日田の地に留まった。そのときに、朱拙・釣壺・里仙・芝角・紫道といっ 九州俳人たちの歌仙や俳書 たびたび登場する俳人たちとも交流を持っ 。この野坡 来訪を記念し 俳諧興行をまとめたものが野紅『小柑子』である。　
この後、再度久留米に戻り佐越と彼の呼びかけで集まった地元俳








































に、第五世となるべき空圓はまだ幼少であたため多羅木鶴城から桂芳を迎え寺務を執らせた。正教寺 しては彼を第五世に据えようするが桂芳はそれ 断り寺務だけをこな たようで る。四世空含の嫡子空圓 五世に据えた。そのあと元禄十六年（一七〇三） 空圓が亡くなり、その嫡子圓含に住持 職が渡された。 の圓含が以降、享保三年（一七一八）三月まで を務める。すなわち、先に挙げた蕉門の支考や野坡が来訪した時の は正教寺第六世の圓含であると考えるべきである。この圓含には少なくとも三人の息子がいる。第七世菊天、第八世梅雪、第九世支明であ 。菊天は第七世を継 ですぐ若くして亡くなっているため情報がない。
　
そして、梅雪は青蓮院にも認められるほどの和歌の才能を持って




のない土地において、宿泊や食事のあてになったのは寺 かなかったのだろう。寺 は、人々を救うという大義名分と一般人よりは教養を備えた僧がいる。俳人宅への行脚であれば 玄関先 句を披露し、それが佳句であれば宿泊を認めるという習わしがあった。しかし、今回述べている行脚は実力派俳人を相手にする とは前提にない。 たがって、行脚をする側の視点に立てば宿を得 と うのが
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諧人生にとって大きな事件である。それを機に弟子入りをしたり俳書刊行の手助けをしてもらったりし 。そうして中央とのつながりを持ちつつ自分たちの足元の文化圏にもそ 教えを継承していった。そして、文化圏の中心となった寺は中央と地方 重要な接点なり、遠方からの客人へ宿・食事を提供するかわりに僻地では手に入ら い見聞を得 いたのである。結　
本稿では、大内初夫氏が『近世九州俳壇史の研究』でまとめられ
た九州俳壇史の調査をもとに 芭蕉の直弟子 うち支考 野坡 二
名に照準を当てその行脚の様子をまとめた。その上で、正教寺の果たした俳文学史上の役割について考察を加え　
その結果、九州という芭蕉未踏の地に蕉風俳諧が伝播し根付いて
いった。その要因は有力俳人の行脚にあるということを述べた。この行脚が行われたのは芭蕉の死後であった。生前から蕉風俳諧は全国的広がりを見せてはいたが、九州に関しては依然 して貞門・談林俳諧が根づいていた。しかし、芭蕉没 直弟子による度重なる行脚によって元禄後期ごろに 蕉風俳諧が徐々に九州俳壇に伝播されたといってよい。　
また、行脚の際に地元俳人は宿や食事を用意し中央から来た俳人
は自身の知見を与えた。この相互補完関係 おかげで九州にも蕉門俳諧が広がり、後世に連綿と伝えられその土地で醸成されていく。そして、九州俳人からも俳書や選集 うまれ、地元に 追善の塚が建立される。　
ところで、芭蕉の思想が伝播されるにあたって重要であったのは
間違いなく行脚である。それを確認するために今回は蕉門以外の人がその思想をどのように伝播したのか 確認した。具体的には、重頼や宗因 九州での動向の確認である。そして、先 挙げたの二人の行脚の様子を確認 た。共通項は 行脚 よって地元俳人と交流を待ったということだ。これが俳諧伝播を助長 た。　
つまり、伝播の手法として対機説法のように「その時・その土 ・
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蕉門九州伝播考―支考と野坡と正教寺―
─ 55 ─
A Discussion About the Pilgrimage in Kyushu 
Conducted by the Apprentices of Basho ―Shiko and 
Yaba, Syokyoji―
MASUGI, Hiroki
Basho did not go to Kyushu in his life, so it was after his death when his thought 
became prevailing in Kyushu district by a lot of effort of his apprentices. In this paper, I 
focused on two of these people and arranged how his thought spread to Kyushu, and also 
mentioned what kind of roles Syokyoji in Yatsushiro Higo played in this process. 
Specifically, the state of the Kyushu-haidan  before Genroku was organized in the order of 
Teimon and Danrin, and then summarized the process of the pilgrimage of the above two 
disciples.
On that basis, I examined the role of Syokyoji of Yatsushiro Higo in the Kyushu 
pilgrimage.
